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近年、十二指腸腫瘍の発見例が増えているが、生検の正診率は高くなく、生検

瘢痕はその後の内視鏡治療を困難にすることから、画像診断がより重要である。

また、治療においては、CSP・EMR・underwater EMR・ESD・D-LECS などが選択さ

れているが、それぞれの手技にも課題がある状況である。本セッションでは、十

二指腸腫瘍に対する診断・治療の工夫を提示していただき、今後の内視鏡診療の

方向性を考えたい。 


